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サンエールかごしま相談室（鹿児島市配偶者暴力相談支援センター）からのお知らせサンエールかごしま相談室サンエールかごしま相談室サンエールかごしま相談室（鹿児島市配偶者暴力相談支援センター）（鹿児島市配偶者暴力相談支援センター）（鹿児島市配偶者暴力相談支援センター）（鹿児島市配偶者暴力相談支援センター）からのお知らせからのお知らせからのお知らせからのお知らせ

あなたはひとりじゃない
～私たちはあなたの味方です～

鹿児島市配偶者暴力相談支援センターは
DV被害者を支援します

支援内容 ●配偶者等からの暴力の相談
●DV被害者の自立に向けた情報提供や援助、
　来所相談証明書などの発行
●緊急時の安全を確保するための相談
●保護命令手続きの支援

生き方のこと、人間関係のこと…ご相談ください
●女性のための総合相談（面談は要予約）
●専門相談（要予約 ： 心理相談、法律相談、男性相談）

相談無料 秘密厳守
サンエールかごしま相談室
☎099-813-0853
〔受付時間〕
●火・木～日曜日　10：00～17：00
●水曜日　　　　 10：00～20：00

〔休 館 日〕
●月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
　12/29～1/3

本冊子は、紙へのリサイクルに適した材料のみ用いて作成しています。

男女共同参画情報誌
Gender equality information magazine

STEP

フロントインタビュー FRONT INTERVIEW

用語解説
えるぼし

女性活躍推進法では、行動計画の策定・届出を行った企業のう
ち、女性の活躍推進に関する取組の実施状況等が優良な企業は､
申請により、厚生労働大臣の認定（えるぼし認定）を受けることが
できます。認定は3段階あり、認定を受けた企業は、認定マーク「え
るぼし」を商品や広告、名刺、求人票などに使用することができ、女
性活躍推進事業主であることをアピールすることができます。認定
マークの「Ｌ」には、Lady（女性）、Labour（働く、取り組む）、Lead
（手本）などさまざまな意味があり、「円」は企業や社会、「Ｌ」はエレ
ガントに力強く活躍する女性をイメージしています。

1段階目

2段階目

3段階目

　医薬品開発の受託研究機関として創業し、新薬の自社開発事業も展開する株式会社新日本科学（永田良一
会長兼社長）は、従業員数約900名のうち女性の比率は50.1％、また女性採用比率56.7%、女性管理職比率
24.6%（2019年1月現在）と女性の活躍が目覚ましく、2016年には鹿児島県内初のえるぼしマーク認定（※下記
の「用語解説」参照）の最高評価である3段階目を取得。「わたしも幸せ、あなたも幸せ、みんな幸せ」という企業理
念のもと、様々な取組を進めています。
　もともと女性社員の割合が多い研究所の現場。2007年に企業内託児所を設置し、女性職員が結婚や出産によりやむなく退職する状況
を改善。2014年には女性社員12名による「働くなでしこ委員会」を設置。子育て世代、子育てがひと段落した世代、独身者など横断的なメ
ンバーで問題点を検討し、全ての女性が働きやすく活躍できる職場作りに努めています。
　そして2018年12月、女性が輝く先進企業として内閣総理大臣表彰を受賞。この賞は女性が活躍できる職場環境の整備を推進するた

め、役員・管理職への女性の登用に関する方針、取組及び実績並びにそれらの情報開示において顕著
な功績があった企業を表彰するものです。2019年1月には「働くなでしこ委員会」の取組等が認められ、
均等・両立推進企業として厚生労働大臣優良賞も受賞しました。
　3度の産休・育休取得経験を持つ品質管理室長の西ゆかりさんは、「多くの先輩社員が産休・育休を
取得していたので復職後のイメージもわきやすかったです。復職後の時短勤務も個々の家庭の状況に
合わせてフレキシブルに時間を設定できるので、とても働きやすいです。今後は自分が後輩社員のために
サポートしあえるチームワーク体制を作っていきたいと思っています」と語ります。
　今後は、男性社員の100%育休取得（2018年実績10名）、女性管理職比率50％達成、そして鹿児島
にもっと女性が活躍できる職場が増えていくよう、積極的な情報開示を目標としています。

株式会社 新日本科学（鹿児島市宮之浦町）えるぼしマーク取得企業

▲取材させていただいた管理本部副
本部長の長利京美さんも、高校生の
お子さんがいるお母さんです

▲西ゆかりさん

女性が輝く取組　実践中！


